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１．概要（Summary ） 

本課題では、生体鋳型を用いて作製した YBa2Cu3O7-

（YBCO）マイクロワイヤのための Au/Cr 電極を形成

することを目的とした。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

超高精度電子ビーム描画装置（ELS-F125）、レーザ

ー直接描画装置 (DDB-201) 、ヘリコンスパッタ装置

(MPS-4000C1/HC1) 

 

【実験方法】 

生体鋳型を用いて作製した YBa2Cu3O7 (YBCO)

マイクロワイヤ, ナノワイヤ, 及び Bi2Sr2CaCu2O8+x 

(BSCCO)ナノワイヤの電気伝導特性を測定するため

の Au/Cr 電極をガラス基板上に形成した。電極の形成

には超高精度電子ビーム描画装置、レーザー描画装置、

ヘリコンスパッタ装置を用いることで対応した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1 にガラス基板上に形成した Au/Cr 電極を示

す。コーニング社製のガラス基板(サイズ: 10mm×10 

mm×0.5mm)上に 4 つの Au/Cr 電極を形成した

(Fig.1(a))。電極の中央部の拡大図を Fig.1(b)及び(c)に

示す。パターニング形成に成功したため、今後は

Fig.1(d)のように、中央部に YBCO や BSCCO マイク

ロ、ナノワイヤを設置し、電気伝導特性を調べる。 

 

 

 

Fig. 1 Formation of Au/Cr electrodes on glass 

substrates for superconducting microwires 

fabricated using biometric templates. 
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